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と
も
あ
り
、
地
方
卸
と
し
て

は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
い

う
。
こ
れ
は
同
業
他
社
も
同

様
の
こ
と
が
言
え
る
た
め
、

地
方
卸
同
士
が
持
つ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
小
売
業

の
再
編
に
対
応
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
通
販
市
場
の
成
長

が
続
い
て
い
る
状
況
を
受

け
、
ネ
ッ
ト
販
売
向
け
の
機

能
も
強
化
し
て
い
く
。
こ
れ

ら
に
加
え
、
地
元
大
学
と
の

イ
ン
タ
ー
ン
企
画
な
ど
も
行

う
。

　

次
に
、
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
事
業
に

つ
い
て
は
、
物
量
の
増
加
と

生
産
性
向
上
の
た
め
、
物
流

セ
ン
タ
ー
へ
の
投
資
を
強
化

す
る
。
現
在
、
パ
ー
ト
従
業

員
が
商
品
の
ピ
ッ
キ
ン
グ
作

業
を
行
っ
て
い
る
が
、
マ
ン

パ
ワ
ー
が
足
り
な
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
一
部
作
業
の
機

上
げ
る
と
と
も
に
、
メ
ガ
卸

と
競
合
す
る
部
分
で
は
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
を
図
っ
て
利
益
率

を
上
げ
る
」（
津
田
隆
雄
社
長
）

　

こ
の
う
え
で
同
社
で
は
、

ホ
ー
ル
セ
ー
ル
事
業
部
、
サ

ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ッ
ク
ス
事
業
部
、
子
会
社
の

ブ
ル
ー
ム
、
地
域
貢
献
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
お
い
て
重
点

目
標
を
掲
げ
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

ま
ず
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
事

業
部
で
は
、
同
業
他
社
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
を
図

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
こ
こ

数
年
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
を
中

心
に
活
発
化
し
て
い
る
Ｍ
＆

Ａ
の
影
響
で
、
地
方
小
売
店

の
吸
収
・
併
合
が
続
い
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。

 
同
社
の
主
要
取
引
先
で
あ

る
地
方
小
売
店
が
、
Ｍ
＆
Ａ

で
最
悪
の
場
合
な
く
な
る
こ

が
侵
入
し
に
く
い
服
装
や
、

有
効
成
分
で
あ
る
デ
ィ
ー
ト

の
配
合
率
が
10
～
12
％
と
、

高
濃
度
な
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー

が
効
果
的
で
あ
る
」（
島
津

幸
枝
広
島
県
総
合
技
術
研
究

所
保
健
環
境
セ
ン
タ
ー
保
健

研
究
部
副
主
任
研
究
員
）

　

国
立
環
境
研
究
所
生
物
・

生
態
系
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー

の
五
箇
公
一
主
席
研
究
員
は

加
速
す
る
外
来
生
物
の
リ
ス

ク
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
は

１
９
９
３
年
、
フ
マ
キ
ラ
ー

の
研
究
員
が
広
島
で
確
認
し

て
以
来
、
内
陸
に
も
広
が
り

つ
つ
あ
る
。
労
働
と
餌
を
シ

ェ
ア
す
る
ス
ー
パ
ー
コ
ロ
ニ

ー
を
形
成
し
、
高
い
増
殖
力

を
持
つ
。
国
立
環
境
研
究
所

で
ベ
イ
ト
剤
に
よ
る
防
除
実

験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
根
絶

っ
た
一
方
で
、
自
己
資
本
比

率
は
前
年
比
３
・
４
Ｐ
増
の

65
・
３
％
と
な
り
、
過
去
最

高
の
比
率
に
な
っ
た
。
今
期

の
目
標
は
、
連
結
売
上
高
が

４
０
０
億
円
、
経
常
利
益
は

15
億
２
０
０
０
万
円
と
し
て

い
る
。

　
「
当
社
は
地
方
卸
で
あ
り
、

メ
ガ
卸
と
同
じ
戦
略
で
は
と

て
も
で
は
な
い
が
生
き
残
れ

な
い
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は

た
だ
単
に
売
上
高
を
上
げ
る

だ
け
で
な
く
、
卸
本
来
の
機

能
を
磨
い
て
い
く
。
そ
れ
が

リ
テ
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
と
物
流

だ
。
当
社
は
サ
ー
ド
パ
ー
テ

　

２
０
１
５
年
３

月
期
の
連
結
業
績

は
、
売
上
高
が
前
年
比
１
・

２
％
減
の
３
９
０
億
８
５
０

０
万
円
、
営
業
利
益
が
16
・

２
％
減
の
10
億
７
３
０
０
万

円
、
経
常
利
益
が
10
・
２
％

減
の
15
億
２
３
０
０
万
円
、

純
利
益
が
15
・
３
％
減
の
８

億
４
６
０
０
万
円
で
、
前
年

の
消
費
増
税
に
よ
る
駆
け
込

み
需
要
の
影
響
を
大
き
く
受

け
減
収
減
益
と
な
り
、
６
年

連
続
の
売
上
高
更
新
と
は
な

ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
売
上

高
経
常
利
益
率
は
３
・
９
％

で
前
年
比
０
・
３
Ｐ
減
と
な

ィ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
事
業

も
展
開
し
て
い
る
が
、
卸
売

業
で
培
っ
た
事
業
を
他
社
の

物
流
の
請
負
で
活
か
し
て
い

る
。
卸
に
加
え
、
リ
テ
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
、
物
流
、
商
品
発

掘
を
当
社
の
各
子
会
社
で
取

り
組
ん
で
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を

染
症
、
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
（
重
症
熱

性
血
小
板
減
少
症
候
群
）
と

日
本
紅
斑
熱
も
深
刻
な
問
題

で
あ
る
。
昨
年
は
国
内
で
61

人
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。日
本
紅
斑
熱
の
病
原
体
、

リ
ケ
ッ
チ
ア
は
細
菌
の
仲
間

で
、
そ
れ
を
保
有
す
る
ダ
ニ

に
咬
ま
れ
る
と
感
染
し
、
動

物
の
細
胞
内
で
増
殖
す
る
。

Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
や
リ
ケ

ッ
チ
ア
は
メ
ス
、
幼
虫
へ
と

受
け
継
が
れ
る
。

　

「
皮
膚
に
口
器
を
差
し
込

み
、
固
着
物
質
注
入
と
吸
血

の
過
程
で
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介

す
る
。
吸
着
し
た
マ
ダ
ニ
は

そ
の
ま
ま
引
っ
張
る
と
口
器

が
ち
ぎ
れ
て
残
っ
て
し
ま
う

の
で
、
皮
膚
す
れ
す
れ
の
部

分
を
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
挟
ん
で

そ
っ
と
抜
く
。
早
期
発
見
、

早
期
除
去
が
重
要
だ
。
ダ
ニ

ル
ス
は
蚊
の
中
腸
で
増
殖

し
、
体
液
に
の
っ
て
全
身
に

広
が
る
」（
小
林
氏
）

　

ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
の
発
生

源
は
雨
水
マ
ス
や
墓
石
の
花

立
て
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ン
ト
、

植
木
鉢
の
皿
、
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
の
箱
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
、
成
虫
は
住
宅
に
隣
接
し

た
木
陰
、
灌
木
、
植
生
に
よ

く
み
ら
れ
る
。

　

「
昨
年
、
都
内
の
公
園
で

点
在
的
に
デ
ン
グ
熱
患
者
が

発
生
し
た
が
、
蚊
が
２
～
３

㎞
飛
翔
す
る
の
は
不
可
能

で
、
感
染
者
が
移
動
し
て
別

の
公
園
で
蚊
に
さ
さ
れ
た
可

能
性
が
高
い
。
雨
水
マ
ス
対

策
や
、
患
者
が
散
発
し
た
場

合
の
対
応
策
な
ど
を
事
前
に

決
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

（
小
林
氏
）

　

マ
ダ
ニ
類
が
媒
介
す
る
感

　

「
こ
の
蚊
は
平
均
気
温
が

11
℃
以
上
の
地
域
に
生
息
す

る
。
発
症
後
１
～
１
・
５
日

で
ウ
イ
ル
ス
が
血
液
に
出
現

し
、
発
症
前
後
の
患
者
を
刺

す
と
感
染
蚊
と
な
る
。
ウ
イ

械
化
な
ど
に
よ
っ
て
対
応
す

る
と
い
う
。

　

配
送
を
行
う
ブ
ル
ー
ム
に

つ
い
て
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

増
員
と
機
能
強
化
に
向
け
て

シ
ス
テ
ム
構
築
を
推
進
す

る
。
今
年
は
名
古
屋
事
業
所

を
開
設
予
定
で
、
そ
こ
で
の

雇
用
促
進
も
図
る
。

　

続
い
て
感
謝
状
贈
呈
が
行

わ
れ
、
同
社
の
業
績
に
貢
献

し
た
メ
ー
カ
ー
各
社
の
表
彰

を
行
っ
た
ほ
か
、
毎
年
恒
例

の
若
手
社
員
に
よ
る
「
決
意

表
明
」
で
第
１
部
は
終
了
し

た
。第
２
部
で
は
古
文
講
師
・

文
筆
家
で
、
学
研
教
育
出
版

特
別
顧
問
の
荻
野
文
子
氏
を

講
師
に
招
き
、「
人
を
動
か

す
話
術
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

会
が
行
わ
れ
た
。

　

次
回
の「
第
一
線
会
」は
、

２
０
１
６
年
６
月
３
日
を
予

定
し
て
い
る
。

に
成
功
し
た
。
こ
の
成
果
を

も
と
に
防
除
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
全
国
の
防
除
事
業

へ
の
運
用
を
開
始
し
た
」

　

南
米
原
産
で
侵
入
が
警
戒

さ
れ
る
猛
毒
な
ヒ
ア
リ
、
２
０

１
３
年
に
対
馬
に
侵
入
し
た

ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ
、
神

経
毒
を
持
つ
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ

モ
な
ど
も
外
来
生
物
で
あ
る
。

　

五
箇
氏
は
さ
ら
に
寄
生
生

物
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
触

れ
、「
ホ
ス
ト
（
宿
主
）
と

な
る
野
生
生
物
の
生
息
地
の

破
壊
と
生
物
移
送
が
ホ
ス
ト

と
寄
生
生
物
の
共
進
化
を
崩

壊
さ
せ
、
病
原
体
微
生
物
が

新
た
な
す
み
か
を
求
め
て
ホ

ス
ト
ス
イ
ッ
チ
を
く
り
返
し

て
い
る
」
と
、
近
年
の
新
興

感
染
症
の
感
染
爆
発
の
背
景

に
生
物
多
様
性
の
崩
壊
が
あ

る
こ
と
を
示
唆
し
た
。

　

昨
年
、
69
年
ぶ
り
に
感
染

例
が
み
つ
か
っ
た
デ
ン
グ
熱

を
懸
念
す
る
声
は
多
い
。
小

林
睦
生
国
立
感
染
症
研
究
所

医
科
学
昆
虫
部
名
誉
所
員
に

よ
る
と
、
デ
ン
グ
熱
を
媒
介

す
る
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
は
主

に
昼
間
と
20
～
21
時
に
か
け

て
吸
血
活
動
を
し
、
メ
ス
は

一
度
に
80
～
１
０
０
個
の
卵

を
産
む
と
い
う
。

　

兵
庫
を
拠
点
と
す
る
卸
物
流
会
社
の
ハ
リ
マ
共
和
物
産
は
６
月
５
日
、

本
社
で
第
64
回
目
と
な
る
決
算
報
告
会
「
第
一
線
会
」
を
開
催
し
、
取
引

企
業
の
関
係
者
ら
約
３
０
０
人
が
出
席
し
た
。

フマキラー
プ
レ
ス
セ
ミ
ナ
ー
で
感
染
症
と

危
険
害
虫
対
策
を
啓
蒙

　

フ
マ
キ
ラ
ー
は
６
月
16
日
、
専
門
家
を
招

き
、
感
染
症
と
危
険
害
虫
に
関
す
る
プ
レ
ス

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、

感
染
症
や
外
来
生
物
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
対
策

に
関
す
る
情
報
発
信
を
通
じ
て
人
々
の
命
と
生
活
を

守
る
た
め
の
警
笛
を
打
ち
鳴
ら
す
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
、
冒
頭
の
挨
拶
で
「
今
年
を
感
染
症
対
策
元

年
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
」（
佐
藤
猛
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
部
部
長
）
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
た
。

小　林　氏

業績について説明する津田社長

ハリマ共和物産
「
第
64
回
第
一線
会
」を
開
催


